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ご縁をいただきました、全ての方に感謝して・・・

卒寿記念碑に刻んだ人生訓について

私は小学校 7 年間の内、1 年は満州で奴隷生活を送りました。
満州から帰国後に五男・六男が誕生、
長男の私が五男・六男の食事・入浴・着替えなどの世話をし育てました 。   

六男については、早くから私の跡継ぎになってくれとよく言っていました 。   
キューピー入社後、10 年たったら戻って後をついで貰おうと思っていましたが、
秋田県の所長になったのでダメだと断られ、60 歳の定年でやっと戻って来てくれたので、
家を建ててホテルを任せることになったのですが、性格に合わないということで矢橋の病院に就職
をさせました。   

五男は私の地位を超えたいと頑張りました。   

ところが、六男は 70 歳で亡くなり、五男は 73 歳で亡くなってしまいました。
私も 90 歳を迎えるに当たり、後がないと思い碑を建てるに至りました 。   

人生訓の
「天才は努力家なり」は、10 代・20 代の芸術に関心がある時の思い。   
「人生の師を仰ぎ共に歩む」は、30 代・40 代の頃、政治家・勝部満氏に憧れ、政治に関心を持っ
た時の思い。   

「一期一会」は、50 代・60 代、不動産・ホテル経営に伴い、一心に思い立った言葉です。   
「一隅を照らす」は、70 代・80 代、誠光会・水野理事長の言葉に私も感動し、商売とは地元を照
らす事と頑張ってきました。   

「先祖を敬い大切に」言葉の通り、先祖を敬い家内安全にとの思いです。   

と思いつくままの私の人生でした。

人生流転〜わがまち・草津とともに〜
発行　2025 年 4 月

著者　　　竹川昌一
発行者　　竹川昌一

制作協力　DotLAB INC.
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園 遊 会

平成二十九年四月二十日

赤坂御苑
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園遊会

Garden Party園 平成 29 年（2017 年）4 月 20 日
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国土交通大臣表彰・祝賀会

表彰：平成十三年七月十日
祝賀会：平成十三年八月七日（ホテルボストンプラザ草津
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大臣表彰申請略歴

年 団体名 題目 役職 表彰者
昭和 51 滋賀県宅建協会 感謝状 会員 田中久蔵

52 近畿地区公取協議会 〃 役員 田中祐次郎
53 滋賀県宅建協会 表彰状 支部役員 田中久蔵
55 〃 〃 本部役員 〃

57 近畿地区協議会 感謝状 役員 田中祐次郎
58 近畿地区公取協議会 〃 役員 高瀬善方
61 滋賀県知事 知事表彰 協会役員 武村正義
62 近畿地区協議会 表彰状 役員 鈴木嶺夫
63 近畿地区公取協議会 感謝状 役員 原野徹四郎

平成 4 近畿地区協議会 表彰状 役員 北野正二
4 全宅保証協会20周年 感謝状 役員 中村俊章
6 近畿地区協議会 〃 役員 北野正二
6 全宅保証協会 〃 役員 中村俊章
9 全国宅建連合会 〃 役員 〃

9 〃　　　30周年 〃 役員 河原将文
1 3 国土交通省 大臣表彰 相談役 扇千景

宅地建物取引協会 表彰年表　竹川昌一

  支部理事 昭和48年5月〜平成12年3月
  支部監事 平成12年4月〜現在

本部理事 昭和51年5月〜平成9年5月
本部相談役 平成9年5月〜現在

公職歴
草津市営住宅家賃改定審議会 ( 委嘱者草津市長 )
昭和 59 年 6 月 ~ 平成 12 年 3 月委員
表彰歴
草津市営住宅家賃改定審議会 ( 委嘱者草津市長 )
昭和 59 年 6 月 ~ 平成 12 年 3 月委員
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滋賀県宅建協会幹事会
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東京浅草
B O R N

昭和10年8月21日、父賢太郎、母トメノ
のもと、東京浅草に生まれる。子供の頃
の思い出は、昭和18年4月金竜国民小学
校入学のときに革靴とランドセルを買っ
てもらったこと。うっすらと脳裏に浮かぶ
のは浅草公園、ひょうたん池、浅草国際劇
場、松屋百貨店、相撲の国技館、上野公
園等で友達と時間の許す限り遊びまわっ
たこと。

S T O R Y
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幼少期を満州で過ごす
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1
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48
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54
55
56
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59
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62
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64
65
66
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68
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71
72
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続柄 続柄 生年月日 備考氏名

竹 川 家 親 族 名 簿     　令和５年９月４日現在

（父） 　　　　  竹川　賢太郎 　　　  夫 　　　　　　　1900年 8月 26日 　　　　　 没 ： 1984 年 3月 4日
（母） 　　　　  　　　トメノ 　　　  妻 　　　　　　　1911年 3月 14日 　　　　　没 ： 2014 年 8月 12日
長男 　　　　  竹川　 昌一 　　　  　　　       子 　　　　　　　1935年 8月 21日

次男 　　　　   竹川　 博夫　　　  　　　       子 　　　　　　　1938年 4月 21日

三男 　　　　   竹川　 幸伸　　　  　　　       子 　　　　　　　 1940 年 7月 2日

四男 　　　　   竹川　 晃司　　　  　　　       子 　　　　　　　 1943 年 1月 5日

五男 　　　　   竹川　 吉造　　　  　　　       子 　　　　　　　1949年 6月 11日                              没 ： 2023 年 1月 6日

六男 　　　　   竹川　 和男　　　  　　　       子 　　　　　　　1951年 5月 14日                              没 ： 2021 年 5月 27日

 　　　　  髙口　昌美 　　　  　　　       孫 　　　　　　　1961年 4月 19日

 　　　　  竹川　美代 　　　  孫 　　　　　　　 1962年 7月 4日

 　　　　  竹川　和貴 　　　  孫 　　　　　　　 1987年 6月 5日

 　　　　  竹川　吉和 　　　  孫 　　　　　　　 1966年 4月 7日

 　　　　  竹川　 明治 　　　  孫 　　　　　　　 1968年 5月 8日

 　　　　  高柳　 早苗 　　　  孫 　　　　　　   1969 年 3月 21日

 　　　　  山本　 佳恵 　　　  孫 　　　　　　   1975 年 2月 20日

 　　　　  小池　 美紗 　　　  孫 　　　　　　   1976 年 7月 28日

 　　　　  竹川　 将之 　　　  孫 　　　　　　   1980 年 4月 11日

 　　　　  竹川　 百合枝 　　　  孫 　　　　　　   1978 年 12月 5日

 　　　　   西野　 佳代子 　　　  孫 　　　　　　    1978 年 6月 6日

 　　　　  竹川　 秀幸 　　　  孫 　　　　　　  1964 年 12月 29日

 　　　　  竹川　三恵子 　　　   孫 　　 1967 年 2月 11日                             没 ： 1968 年 11月 30日
 　　　　  　　　　 崇 　　　   孫 　　 1971 年 6月 17日

 　　　　 山口　智恵子 　　　ひ孫 　　　　　　　1983年 3月 4日

 　　　　 山野　美智子 　　　ひ孫 　　　　　　  1987 年 1月 31日

 　　　　 高口　 貴子                        ひ孫 　　　　　　   1988 年 5月 6日

 　　　　 中武　 沙織                        ひ孫 　　　　　　  1984 年 1月 23日

 　　　　 錦　 明廣                        ひ孫 　　　　　　  1997 年 1月 7日

 　　　　 中島　佐智子 　　　ひ孫 　　　　　　　1984年 6月 1日

道子 　　　  　　  嫁 　　　　  1940 年 1月 1日

正治 　　　  　　  夫 　　　　1958年 12月 13日

英真 　　　  　　  夫 　　　　 1983 年 6月 25日

達也 　　　  　　  夫 　　　　 1983 年 9月 2日

敦士 　　　  　　  夫 　　　　 1981 年 4月 11日

雅史 　　　  　　  夫 　　　  1984 年 10月 30日

優香 　　　  　　  妻 　　　   1997 年 5月 12日

朋美 　　　  　　  妻 　　　    1970 年 7月 7日

宏枝 　　　  　　  妻 　　　    1970 年 2月 6日

浩美 　　　  　　  妻 　　　    1965 年 1月 5日
淳史 　　　  　　  孫 　　　    1967 年 5月 7日

美穂 　　　  　　  孫 　　　   1967 年 7月 23日

由之 　　　  　　  夫 　　　   1969 年 2月 13日

勝也 　　　  　　  夫 　　　  1970 年 10月 25日

主悦 　　　  　　  夫 　　　    1973 年 6月 9日

恭生 　　　  　　  夫 　　　   1978 年 10月 7日

賢吾 　　　  　　  孫 　　　   1986 年 7月 26日

洋平 　　　  　　  孫 　　　  1984 年 11月 11日

拓希 　　　  　   ひ孫 　　　  1997 年 12月 20日

滉人 　　　  　   ひ孫 　　　   1997 年 10月 2日
采那 　　　  　   ひ孫 　　　   1999 年 5月 21日
颯馬 　　　  　   ひ孫 　　　    2002 年 7月 9日

拓弥 　　　  　   ひ孫 　　　   1999 年 9月 17日
尚弥 　　　  　   ひ孫 　　　   2001 年 8月 31日
侑弥 　　　  　   ひ孫 　　　  2006 年 11月 30日

ゆら 　　　  　   ひ孫 　　　   2005 年 10月 4日

晴登 　　　  　   ひ孫 　　　    2010 年 3月 2日

旬 　　　  　   ひ孫 　　　  2008 年 11月 13日

慎之介 　　　  　   ひ孫 　　　    1995 年 6月 3日
ゆき乃 　　　  　   ひ孫 　　　   1997 年 8月 18日
こと乃 　　　  　   ひ孫 　　　    2000 年 9月 4日

キヌエ 　　　  　     嫁 　　　   1949 年 7月 27日

美代子 　　　  　     嫁 　　　    1953 年 1月 8日

莉史 　　　  　   ひ孫 　　　    1999 年 8月 8日

幸子 　　　  　　  嫁 　　　   1940 年 7月 20日

幸子 　　　  　　  嫁 　　　    1941 年 8月 4日

翔真 　　　     やしゃご 　　　　 2018 年 7月 11日
悠真 　　　     やしゃご 　　　　 2020 年 5月 15日

美優 　　　     やしゃご 　　　　 2008 年 1月 22日

沙希 　　　     やしゃご 　　　　  2007 年 7月 3日
翔希 　　　     やしゃご 　　　　 2014 年 5月 27日

海誓 　　　     やしゃご 　　　　  2023 年 8月 4日

颯真 　　　     やしゃご 　　　　  2010 年 5月 2日

 凛 　　　     やしゃご 　　　　 2019 年 4月 10日
 丈 　　　     やしゃご 　　　　 2021 年 1月 18日
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父、竹川賢太郎：明治 33年 8月 26 日生　滋賀県栗田郡山田村 137 番地　

山田高等小学校卒　農業、軍役後、自作田が少ない為、東京へ。東京では職

を転々とするも、堤康次郎と柔道仲間となり洋食器卸会社ニーミの店長に。店

舗は合羽橋問屋町にあり、店の店舗兼住宅が浅草芝崎町にありました。１階は

三輪自動車 2台、トラック２台が入る倉庫。2階は 16 部屋がありました。

母、井上トメノ：明治 44年 3月 14 日生　山形県北村山大高根村字山ノ内 276

番地

大石田実業学校　昭和 3年 3月卒（大石田高等学校）後、東京の会社に就職、

竹川賢太郎と結婚　昭和 10年 3月 26 日届出。
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■昭和 13 年（1938 年）3 歳
東京日比谷公園にて遊ぶ中、ボール投げの青年の尻に敷か

れて、頭皮を17針縫う大怪我をしました。　　　　　　

■昭和 14 年（1939 年）4 歳
瞳の黒目の真ん中に白い星が入り、親が東京中の眼科名医

を探し、直してくれました。東京で良かったと思わずにはお

れません。

■昭和 15 年（1940 年）5 歳
自宅２階のベランダから落下。頭皮５針を縫う怪我をしました。。

■昭和 16 年（1941 年）6 歳
幼稚園入園　あみあげ革靴で通うハイカラな子どもでした。

■昭和 17 年（1942 年）7 歳
浅草観音さん中店、ひょうたん池遊園地、松屋百貨店、蔵前国技館、浅草国際劇場などで遊ぶ。

■昭和 18 年（1943 年）8 歳
東京市浅草金龍国民小学校 1年生に入学。

■昭和 19 年（1944 年）9 歳
滋賀県甲賀郡信楽町長野に引っ越し、東京では食料が不足しており、父は信楽の陶器店の店

長になりました。（現在、近江化学陶器株式会社）

信楽国民小学校に転校、小学 2年生。

満州国吉林省琿春市へ満蒙甲賀郡開拓団として34家族が食糧を求めて入植。琿春市は琿春

川と豆満江に挟まれたロシアと朝鮮の国境の町、甲賀開拓団として父がいる琿春へ新潟港より

朝鮮経由の船で渡り、朝鮮には汽車で移動しました。ニンニクの匂いの強烈さにビックリ。

■昭和 20 年（1945 年）10 歳
父が草津町大路生栄町家畜市場にて農耕用の牛を35頭買い付け新潟港から満州琿春へ連れ

てきました。父は東京で通産省と取引していた関係で白紙委任状にて貨車、船、餌の手配が

できたらしいです。開拓地の農場の春は地面の凍土が溶けると同時に始まります。農地は田が

十町、畑が十町、畑の畦が三筋で一反（100m位）という広大なものでありました。

35頭の牛の働きと牛糞のおかげで前年の2倍、3倍の収穫を見込めるとみな喜んでいました。

S T O R Y :追想　誕生〜11歳
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そんな中、突然の戦争勃発。ロシア軍の満州侵攻です。急に鳴り響く高射砲。夕方には帰れ

るだろうと11時に弁当だけを持ち第一琿春橋、第二琿春橋を渡り避難。地獄の始まりでした。

1日無蓋車に乗り長春へ　小学校舎に入りました。そこは、避難所となり2500 人の日本人が

収容されました。そして、終戦。日本人が1日で奴隷のような立場となってしまいました。満

人・朝鮮人の略奪、ロスケ（ロシア軍）が進駐と同時に略奪・強姦・殺人とやりたい放題。

大変な毎日が続きました。両親の間に立たされた丸坊主の娘を1分で71 発発射の連発小銃

で撃つのです。ロスケの独壇場です。軍刀を見つけると所有者をその軍刀でめった切り。10日

間は毎日が地獄でした。

ロシア軍司令部が機能して、やっと小学校から出て行く。我が甲賀開拓団 34家族は弁当だけ

を持って出たので着の身着のままの状態で、自宅のある琿春に帰ろうと10日ほど歩いて帰る。

琿春に向かう道中、兵隊さんの死体をたくさん見る。日本兵は 20歳までの義勇兵で、頭だけ

足だけと、まともな死体はなく、ゲートルで日本兵とロシア兵をかろうじて区別できました。

又、日本兵がシベリアに送られる中、我々に毛布、飯ごう、水筒などをくれました。

自宅は基礎だけが残り畑作物はなし。その上全員が炭鉱に強制収容されました。

私たち一家は 10棟並んだ個室の家が当たり、6人で間口 2間、奥行 3間。他の人は 50 ｍ

× 10mの長屋に住まいました。オンドルが効きにくく、とても寒かったことを覚えています。

栄養失調・チフスで毎日 20人以上が死亡。私は毎日、石炭を盗む事と水汲みが仕事。

父は炭鉱工夫として働き、コウリャンの玄米 2合を一升瓶でつくと1合になり、一家 6人が 1

日それだけの食料で凌がなければなりません。

水汲みは 300 ｍ下に降りた発電所の溜池まで毎日通います。一斗缶に水を半分入れ、運びま

す。10歳の私には命がけの作業でした。石炭を盗むのも命がけです。見つかると殺されます

から。家の中は土間にノミだらけで数百匹がすぐに足にまとわりついてきます。天井からはダニ

が数百匹落ちてくる始末。着物の縫い目はシラミの卵で真っ白でした。

父が炭鉱抗内にて転んだはずみで、担いでいたツルハシが背中に刺さり2ヶ月の重症を負い、

食べる物が無く母が物貰いに毎日満人の家にまわり、食料を与えてくれました。私も満人の家

に奴隷として家事手伝いに行きました。

■昭和 21 年（1946 年）11 歳
一家全員が栄養失調の上、発疹チフスにかかり、私一人が看病するため帰りました。

父が炭鉱で働くようになりましたが、ある日死んだ赤犬を持ってきて父が捌いて開拓の仲間に

配り、皮を部屋に貼り付けて、乾かしていると突然、特高警察が父を連れていき、帰ってきた

ら肋骨 3本にヒビが入り、また働けなくなってしまいました。
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S T O R Y :追想　11歳〜14歳

そのため、私がまた満人の家に奴隷に行きました。今度の満人は厳しく、朝 3時から夜 10時

までこき使われました。食事は 6時、18 時の 2回。腹が空いて、動く物は何でも食べる。あ

とは草も食べる。中でも弾薬の火薬のニトログリセリンが甘いので、少しの甘さを求めて命が

けで雷管を外して食べたりもしました。

マイナス20℃から40℃という厳しい寒さの中、身に付けるものはなく、紙と布を探して身に

付けてしのぎました。

炭鉱には 2500 人ほど入れられましたが、一冬で1500 人以上が死亡しました。

父が突然迎えに来てくれました。満人は怒って私を豚小屋の糞の中に数回投げつけました。

日本に帰れることがわかり、飛び上がりました。涙が止まりません。

大連港まで無蓋車で移動しました。途中、満人が貨車のまわりの荷物を竹竿の先にハリガネ

をつけひっかけて奪っていきました。人は貨車の真ん中に集まっておりなすすべがありませんで

した。大連港からは、米軍の駆逐艦で博多港に向かいました。無事博多港到着。すぐに頭の

先から全身真っ白け、シラミ駆除、素っ裸、軍服を着て木の下駄を履きました。

現金 500 円の支給があり、3ヶ月生活できると両親は喜びましたが、子供の風邪を医者に見せ、

リンゴを買ったらなくなってしまっ

たそうです。

甲賀郡水口町貴生川の天理教会

に家族全員収容され、夕食に白

米の松茸ごはんを食べました。す

ばらしく美味かったことを思い出

します。

年内に解散式を行うとの事にな

り、定住先を探しますが、頼るの

は身内になる弟か姉。

弟に断られ、老上村大字南笠の

姉の小屋へ。そして、私は老上

小学校へ編入。5年生から4年

生へ 1年落第しました。
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東京弁で関西弁がわからずからかわれ苦

労しました。友達ができませんでしたが、

岡田俊一君と友達になることができまし

た。「仲間に入れること→まぜたろ」「新

しいもの→さら」「帰る→いのか」。少し

づつ言葉も覚えました。

■昭和22 年（1947 年）12歳
草津町大路生栄町の家畜市場の管理人に

なりました。この家畜市場が、父が戦前満州に渡ってから農耕用の牛を買い付けに来た場所で

す。同級生の久保治三郎の世話で35頭の牛を買い付けることができたとのことでした。

住いに困っていたところ、そのときのご縁で管理人に推薦してもらうことができました。草津町

草津小学校へ 5年生で編入しました。家畜市場では様々仕事が沢山ありました。大きな柳の

木が10本ほどあり、落ち葉がひどく毎日落ち葉焚き。牛舎が2棟あり、毎月 6の日は牛市が

立ち、数十頭の牛と数十人の仲介業者が来て二人が袖に手を入れて値段をつけ合います。牛

は近在の農家から、遠くは列車で送られて来ます。駅の貨車から市場まで連れてくるのが私の

仕事です。

取引が済み買主が決まると、買主の自宅に牛を送るのも私の仕事です。

近くは 4km、遠くは亀山・伊賀上野、70~75km、18 時間かかります。

信楽、水口、近江八幡は 20~30km、5~7 時間。牛 3頭、全て歩いて連れて行きます。途中

で行う牛のわらじの履き替えは命がけです。20kmに 1回です。牛の世話・牛追いは 1ヶ月に

1万 ~2 万円を稼ぎます。4kmが 100 円ですので、400km~800kmを牛を連れて歩きました。

■昭和 23 年（1948 年）13 歳
草津小学校 6年生になりましたが、私の仕事は増えるばかり。

学校に行く日は少なく、行っても弁当はなく食べに帰りますが、ほとんど食べ物はありません。

六帖一間に6人が差違えで寝ます。父の足が顔の前にある、そんな状況でした。

■昭和 24 年（1949 年）14 歳
草津中学校に進学しました。校舎は仮設校舎です。

私の仕事は忙しく、学校へは 1学期に30日程度しか出席できませんでした。

五男吉造が生まれました。世話は私の仕事です。母乳があまり出なかった為、おもゆを作ります。

家族の食事作り、オシメ、入浴は草津温泉へ。男ばかりの兄弟。親は共稼ぎ。楽しみはラジ

オでクラッシック音楽を聞くこと、草津本陣の貸本屋で借りた推理小説を牛追いしながら読むこと。
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S T O R Y :追想　14歳〜16歳

江戸川乱歩が好きでした。

家畜市場には 20坪程の事務所が有り、獣医さんが10人程いて５、６人が常駐していて毎日

酒盛りがありました。時が経つと料亭へ行くのがお約束。全員が大卒の20代の青年で半長靴

の革靴を履き、アメリカ軍払い下げのオートバイ（ハーレー）を乗り回す姿はかっこよく、女子

の憧れの的でした。戦後で若い男性が少なく、まして大学出の若者はほとんどいない為、何処

へ行ってもモテモテ。料亭は魚寅楼・魚竹楼・佐膳くらいしかなく、3ヶ所を巡り、私はいつもオー

トバイの後ろに乗り、店では未成年ですので厨房で待たされますが、料理の切れ端が貰え美味

しいものが頂けますので、いつもバイクの飛び乗っていました。特に林田淑夫獣医は親分肌で

いつもハーレーの荷台に乗せてくれました。

■昭和 25 年（1950 年）15 歳
草津中学 2年生になりました。私の家での仕事は相変わらず多忙を極めました。家事・育児・

牛の世話・牛追いの仕事。

学校になかなか行けない私のために同級生の木村善光君が毎日学校の勉強をノートに書いて

届けてくれました。中学生 3年間毎日です。頭が下がります。試験がある時は想定の問題と答

えを書き添えてありました。それをカンニングペーパーに書写して試験を受けていました。仮

校舎から本校舎に入れました。草津中学校は昭和 23年に草津・老上・志津が合併して創設

されましたが校舎は 3年生しか入れず2年生・1年生は仮校舎でした。

満州で奴隷生活を体験した私は何でも出来ました。兄弟の世話・牛の世話、それから遠塚種

苗店に兎が40羽程と競走馬が1頭いて、その餌やりを中学 1年生から引き受けました。草津

駅西口の競馬場のクローバーを籠に山盛り詰めて背負い、朝晩 2回ずつ往復して、3年間兎

と馬の餌やりをしました。遠塚のお婆さんがいつもご苦労様と言ってお菓子をくれました。兄弟

が喜びますので嬉しかったです。また、暇を見ては草津駅のホームから食用カエルを釣りました。

10匹 200 円から300 円程で売れました。世基池（現在の第 2小学校）でも、よくカエルが

釣れました。

六男和男が生まれました。育児は私の仕事です。仕事は増え、五男・六男を連れて大衆浴場

草津温泉へ行くのも私の仕事でした。

中学では独唱会があり、同級生の中山愛子のピアノ伴奏で7回程『ふるさと』を練習しました。

堀田先生がいつもそばについてくれ指導いただきました。自分でもピアノを弾いて練習、小学



2 2

校講堂で開かれた大会で男子では 1位でしたが、優勝は女の子でした。

中山愛子は八頭身美人で東宝映画のニューフェイスとして活躍されました。

3年生のときは本村先生にシューベルトの菩提樹を教えていただき練習をしました。

が、独唱会がなく披露の機会はありませんでした。親戚でもある音楽の先生、田村治男が草

津中学校の校歌ができたので発表会を行いたいと私を指名してきました。私は、中学 1年生・

2年生と独唱会大会で男子では 1位になっていましたので、そのため指名してくれたのだと思

います。とりあえず10人でハモニカバンドを編成して練習を始めました。ほどなく、田村先生

から京都の十字屋楽器店に行くので一緒に来いと言われ付いていきました。予算がついたので

ブラスバンドを編成したいとのことでした。

トロンボーン・トランペット・クラリネット・コントラバス・アコーディオンを中古でそろえ、タイコ・

トライアングル・カスタネットは新品を買いました。新講堂で草津中学校校歌の発表演奏会を

田村治男先生指揮のもとブラスバンドで行いました。

3年生は進学組と就職組とに分けられ私は進学組に入りました。栗東に好きな子ができ大津

西高（大商）に進学したいというので、私は大津東高（膳所高）に行くと決心しました。廊

下に張り出す成績順は 120 人中 80 番くらいで、大津東高に行くには 30番以内が必要との事。

クラスで1番か 2番にならないと願書は受け付けないと。命がけで勉強を習い、同級生の長

谷川博久・木村善光の家で猛勉強、算数は吉川先生の自宅でと努力し、3学期には成績順

は 26番になり願書を受け付けてもらうことができました。ところが試験のハガキは草津高農

業科になっていました。父親が家の仕事のため汽車通学はダメと勝手に変えたと担任の先生

に言われ、大津は諦めました。本心は獣医師に憧れ、北大の獣医科が目標だったのですが・・・。

■昭和 26 年（1951 年）16 歳
草津高等学校農業科に入学。担任は畜産の担当の坂田賢先生。畜産部で家に土地が一坪も

ないのは私だけです。同級生 100 人が全員農家の長男です。

満州で農業は経験してるので苦はありませんでしたが、学校のトイレから下肥を桶に汲んで農

場まで運ぶ事は流石に辛かったです。皆は専業農家の長男ですので桶を両天秤に担いでヒョ

ヒョイと行きますが、私は非農家の杉本繁治君と桶一つを二人で担ぐのがやっとでした。

クラブ活動は音楽の佐久間先生にピアノを習いました。佐久間先生は髭面で熊そのものです

が武蔵野音楽大学卒でチェロ奏者としての評価は高い先生でした。

京都同志社大学の空手部にも練習に通っていましたが、音楽の方にひかれ、音楽部の付き合

いが多くなりました。

又、草津川トンネルの横にあった草津警察署地下道場で空手道場を開校する事になり、同志
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S T O R Y :追想　16歳〜18歳

社大学生 5,6 人が中心となり練習が始まりました。代表者は菅次堂の奥村悦三氏。弁天場の

下出さん、瀬川商店の瀬川さんが中心となり、高校生は私一人。練習は草津川の砂の上で、

初段、二段の免許まで5年間頑張りました。しかし、草津警察署が国道に移転し、学生も遠

くに就職して自然消滅しました。

私は松竹撮影所に入社しました。

高校 2年生になりました。私の家の仕事は相変わらず多忙を極めました。

八田邦男先生のすすめで演劇部に入部しました。

福田晴一映画監督の影響もあり近くに文栄座映画館があり、よく映画を見に行くようになりま

した。学校の演劇部も年３回公演を行い、講堂の舞台が小さくて困り、近くの材木店で卓球

台的なものを６個作成して、舞台を倍に広げました。とても演技がしやすくなったとみんなが

喜びましたが、学校に請求書が来て校長・教頭にずいぶん怒られました。

演劇部の上演は年 1回学園祭だけの決まりを八田先生は年 3回の上演にしてくれました。

私は木下順二作民話「三年寝太郎」の主人公を演じました。大好きな作品です。この作品を
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宇野重吉は一年間全国で演じ続けて

亡くなりました。

高校３年生になりました。父親が三

輪自動車を購入してくれました。トン

ネル口の燃料店で石炭輸送をしてい

た若い運転手に来てもらい、遠方の

輸送は自動車で行う様になり、私の

仕事は半分になりました。弟達の世

話も半分になりました。その後、私

は大津芸術劇場集団に入部しました。

この劇団の責任者は松竹映画撮影所

の映画監督で高田浩吉主演の「伝七

捕物帳」、伴淳・アチャコの「二等兵

物語」の映画を年 3本づつ監督して

いる福田晴一氏です。滋賀会館が新

設され活用の一環として劇団が立ち

上げられたのです。会館では年 2回

公演、公民館活動として大津市内と雄琴から大石まで10ヶ所以上、劇団事務所は浜大津の

公民館にありました。練習も公民館で行いました。

高校のクラブ活動では新聞部と野球部マネージャーとスコアラーをしました。

また、私の住いが駅近ということもあり、事務所が同級生のたまり場になり、関西線は本数

も少なく時間待ちの場になりました。

■昭和 27 年（1952 年）17 歳
名古屋市民公会堂で開催された全国高校演劇選手権大会に滋賀県代表として参加しました。

■昭和 28 年（1953 年）18 歳
大津芸術劇場集団として滋賀会館において、森薫作「女の一生」と「笛」を上演しました。

特に「笛」は舞台監督を命じられ、俳優の立位置、動き、舞台背景の位置、照明のホリゾン

トライト、ボーダーライト、スポットライトの当てる指示を行いました。福田総監督は多忙な

ため苦しみましたが、福田監督より賞状を昭和３１年１１月１８日に頂きました。

京都では同志社大学音楽部が中心となり、京都学生音楽クラブが設立され、私も参加しまし

た。
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S T O R Y :追想　18歳〜20歳

第１回公演は京都朝日会館で行われました。京都朝日会館は米軍から返還され、ビルの壁面

には東郷青児画伯の「平和と団結」というタイトルの壁画が書かれています。

第１回公演では安川加寿子ピアノリサイタルを開催しました。その素晴らしい演奏と音色に感

動し、高校のピアノとの違いに驚きました。

第２回公演では貝谷八百子バレエ団の「三角帽子・展覧会の絵」を開催しました。

第３回公演では辻久子ヴァイオリンリサイタルを開催しました。

新劇にも積極的に興味を持ち「劇団民藝」の滝沢修のゴッホ、宇野重吉の木下順二作、三

年寝太郎が好きでした。

「文学座」芥川比呂志、岸田今日子、森薫作「女の一生」の杉村春子の演技に迫力を感じました。

「俳優座」の千田是也、東野英治郎、小沢栄太郎、東野千栄子、岸輝子は皆さん稽古を凄く

されていると演技から伝わる公演が多かったです。

新劇俳優の皆さんは舞台のセリフがマイク無しでも会場の隅まで聞こえてくる程の発声。

いつも感心させられました。

■昭和 29 年（1954 年）19 歳
高校の恩師の田村治男先生と亀田先生に誘われ京都松竹会館にクラシックを聞きに行きまし

た。そこで、朝比奈隆新日本フィルハーモニー交響楽団のベートーヴェン交響曲の生演奏を

初めて聞いて感動しました。それ以降、年末にはシラー作歓喜の終結合唱を伴ったベートーヴェ

ン交響曲第九を20年間毎年鑑賞、ホールに通いました。

その後、大阪城ホールで行われていた山本直純指揮による1万人合唱が素晴らしく16年間通っ

ていましたが、山本直純が亡くなって佐渡裕指揮者に変わってから行かなくなりました。

このようなことが有り、滋賀県宅建公報の1989 年 1月号にベートーヴェン第九の雑感を投稿

しました。

■昭和 30 年（1955 年）20 歳
父親に県庁に申し込んであるので卒業したら笠山で開拓入植をして農業をしろと言われまし

た。が、私は京都松竹映画の入社が決まりました。

入社試験の内容は　沢野久雄作、吉村公三郎監督初カラー、ミス日本・山本富士子初主演

の映画「夜の河」の原作、脚本、映画を見た論文を書く事と筆記試験、演技実技、早口言葉、

身体検査というものでした。特に身長 170センチ以上ないといけないという身体検査には髪

型をリーゼントにしてなんとかクリアしました。
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高校を卒業しました。笠山の開拓地の名義が満20歳になると父親から私の名義になりました。

現地は家も電気もランプも水もないところでした。あるのは大きな松の根っこで1株掘り起こ

すのに5日間かかりました。

自分の意志を通すため農業だけをしろという父親に反発していました。

松竹撮影所京都太秦の入社時の月給 3,500 円は草津から太秦までの3ヶ月の定期代より少な

いものでした。

仕事は雑用とエキストラと助監督の下の楽屋に行き「出番ですよ」と言うことでした。
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中学校の仲間と・・・

母と・・・

結婚式、笠山自宅で　昭和 34 年 11 月 30 日
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父と友人と

結婚式後の宴



お父さん・お母さん

P a r e n t s
父
母
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母トメノ、百歳の表彰を受ける
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平成 26 年（2014 年）8 月 12 日、
母トメノ逝去



家・家族・親族

R e l a t i v e s親
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新年恒例の竹川家元旦祭。
妻・道子の誕生日のお祝いも。
治田神社深田宮司にお越しいただき、
1967 年より毎年継続中
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家・家族・親族

R e l a t i v e s親

米寿のお祝い　2022年 8月21日

卒寿のお祝い　2024年 8月16日〜17日

孫・ひ孫に囲まれて・・・
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家・家族・親族

R e l a t i v e s親
卒寿
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卒寿記念の「人生訓碑」
2025 年３月建立
草津市南山田町
社会福祉法人誠光福祉会
特別養護老人ホーム「えんゆうの郷」内

2025.3.16 除幕式
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家・家族・親族

R e l a t i v e s親
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四季島

Shikishima四 2019.7.29 〜 8.1
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空手道

K a r a t e空

剛柔流日本空手道同志会会長・砂子崇氏より免状授与

沖縄剛柔流空手道協会会長・範士 比知屋義夫氏（左から二人目）より免状授与
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照屋幸栄・沖縄県空手道連盟会長

4 2

草津中学校同級生の黒川治氏
（草津市空手道連盟、二代目会長）と。



空手道

K a r a t e空
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草津市空手道連盟
副会長 木村勝治氏
名誉会長 竹川昌一
常任顧問 芝田俊雄氏

（元滋賀県空手道連盟理事長）
会長 村田晋作氏

（元滋賀県空手道連盟理事長）

2017.6.11
草津市空手道連盟

創立 40 周年記念式典
（草津市立武道館）



交友

F r i e n d s h i p交 あんちゃん会
“あんちゃん” 竹川昌一を囲む異業種交流会。
誕生日も節目節目で祝っていただきました。

トレードマークはデザイナーであり、
古希会長でもあった谷口啓司氏の作。

喜寿のお祝い会。青木正会長とともに。

還暦（60 歳）　筈井澄会長
古希（70 歳）　谷口啓司会長
喜寿（77 歳）　青木正会長
傘寿（80 歳）　青木正会長
米寿（88 歳）　村田清彦会長
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井上武司

木村勝治

伊藤勝

浅野俊彦

北出隆治

青木正

村田清彦

大西進

竹川昌一
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交友

F r i e n d s h i p交 二四会
草津中学校入学年（昭和 24 年）の仲間が同級生黒
川治県議を応援する会」として 1979 年に発会。

木村善光君（左）・木村和夫君（右）とともに
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二四会世話人会
　竹川昌一会長、福井清君、
　田中千秋君、小林保雄君、
　三久保昌美さん、新井恵子さん、
　山本悦子さん、松山一枝さん、
　山田揺子さん、吉川朝子さん
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交友

F r i e n d s h i p交 二四会
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草津中学校 校歌発表会　ブラスバンドと田村治男先生

草津中学校 校歌発表会　ハモニカバンド
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交友

F r i e n d s h i p交 草津高等学校同窓会
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滋賀県立草津高等学校同窓会役員と
して創立 70 周年・80 周年・90 周年・
100 周年に携わってきました。学校
評議員も 3 年務めました。
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街の創成プロジェクト街の創成プロジェクト

Kusatsu City草
谷口デザインアート研究所谷口啓司（ひろし）所長　1971年設立
1991年大昌土地事務所に谷口デザイン出張所設立
谷口啓司所長・大昌土地竹川昌一・草津市役所政策課部長林田久充（のち甲賀市議）・昌栄印刷大角克己社長・
新洲永岡栄・草津市太田正明助役・草津商工会議所副会頭木村征夫、計7人のプロジェクトとして活動。

草津市活性化を目的として、下記に取り組む。
・草津駅の活性化、橋梁広場の提案
・草津宿場まつり（時代祭）の提案
・本陣・脇本陣の提案
・道路標識の提案
・道路標識の提案
4つの提案を実現。

谷口啓司デザイン展
City & Street Identity
都市と街並みのイメージづくり
平成14年4月24日（水）−5月5日（日）
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政治あれこれ

P o l i t i c s政 政治の世界
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政治の世界

第75代内閣総理大臣
宇野宗佑氏

第36代防衛庁長官
山下元利氏

政治あれこれ

P o l i t i c s政
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武村展英 衆議院議員・こやり隆史 参議院議員

自民党 中川秀直（幹事長）

自民党 石破茂

武村展英 衆議院議員の選挙応援

有村治子 参議院議員・片山さつき衆議院議員

三日月大造 滋賀県知事

自民党 菅義偉（総裁）

小池百合子 東京都知事

橋川渉草津市長

小泉進次郎 衆議院議員
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旅の思い出

T r a v e l旅
2004・2016韓国
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2007・2014台湾
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旅の思い出

T r a v e l旅
2006
ブタペスト・プラハ欧州
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旅の思い出

T r a v e l旅
2007ロシア
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旅の思い出

T r a v e l旅 カンボジア
2013・2016
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ー旅の思い出・美術工芸品ー

ヨルダン・ペトラ

スペイン・マドリード

ロシア・赤の広場

エジプト・カイロ

スペイン・トレド

イタリア・ヴェネツィア
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旅の思い出

T r a v e l旅
2005-2011
国内旅行日本
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矢橋稲荷・伏見稲荷

Inari Shrine稲 1950 年 中学 2 年生で伏見稲荷大社矢橋支部に入信。
2022 年 7 月、７２年間崇拝した矢橋支部は閉鎖となる。

矢橋支部の概要

当支部は、伏見稲荷大社の祭神の神徳を宣揚し、敬神尊祖の美徳を涵養して、大社の隆盛を図り、支部講員の発展を願うも
のであります。
伏見稲荷大社　講務本庁には１２０の支部および２４０の扱所があり１２０支部の中でも古参の矢橋支部になります。
初代教会長・支部長であります　鞍貫シモ教主は、戦前より活動され、昭和２２年３月１日に自宅にて矢橋支部設立　昭和２４
年本社登録されました。昭和２７年２月３日に旧神殿竣工式典が行われ、５１年間活動されました。県道拡幅により移転を余儀
なくされましたが、新しい神殿用地がなく、竹川氏所有のこの地を無理にお願いし、平成１４年７月１４日に講務本庁中村宮司、
黒田先生、田村町会長、草川棟梁、地元神社の宮司、県用地課、多数お招きしまして盛大に新築竣工式典挙行できました。そ
の間、２代目教会長・支部長　山本とめ教主、六谷京子教主と引き継がれ２代目山本教主の嫁になります、山本千鶴子氏が副
教会長として修業中であります。３代目教会長は、初代鞍貫シモ教主の子息である鞍貫忠雄氏に就任して頂いております。奥
村凱雄氏は、５代目の現支部長として、この大役を成し遂げて頂きました。支部講員は、約１２０名　月１回５０～６０名の参加
者にて月次祭を行い姫獄地蔵尊への参拝も必ず行っております。支部独自の行事はもとより伏見稲荷大社の行事には、全講
員すべてが行事に何らかの形にて参加しております。
平成１９年９月２日に支部発祥６０周年・新神殿竣工５周年記念事業に当たり伏見稲荷大社より弊饌使を御迎えして盛大に開
催されます事は役員始め全講員の大きな喜びでありました。

平成１９年９月２日
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伏見稲荷大社 中村陽宮司と
7 0



HOTEL
DAISHO

ビジネス

B u s i n e s sビ

ホテル開業 20周年記念品。
消臭効果のある
オリジナルセラミックたまご
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BUSINESS HOTEL ASAHI

7 2



Real estate

わがまちくさつの発展のため、不動産事業で地域に貢献。
実に数多くのプロジェクトに関わらせていただきました。

ビジネス

B u s i n e s sビ

大昌が売買に加わった物件

物件名 面積 (㎡) 物件名 面積 (㎡)
西武 月法 住宅用地 30,000 大昌西草津 住宅用地 3,000
西武 野村 住宅用地 80,000 第五産業 志津保育園用地 8,000
西武 新浜 住宅用地 4,000 第五産業 矢橋1保育園用地 4,000
野路 住宅用地 西武 40,000 第五産業 矢橋2保育園用地 3,000
湖州平 住宅用地 30,000 南山田団地用地 20,000
大昌 木ノ川 住宅用地 10,000 南山田 えんゆうの郷 20,000
誠光会 病院用地 110,000 山田 地区計画住宅用地 30,000
矢橋2ヶ所 薬局 10,000 常盤下物 住宅用地 7,000
大昌 瀬川 住宅用地 4,000 森田住宅 住宅用地2ヶ所 5,000
ニプロ 矢橋農園 20,000 滋賀住建 住宅用地10ヶ所 20,000
大昌 笠山6丁目 住宅用地 30,000 近畿土地 西草津住宅・マンション 45,000
大昌 笠山3丁目 住宅用地 5,000 大路陽だまりビル オフィス 6,000
近江タクシー 笠山営業所 8,000 瀬田月法 住宅用地 6,000
郷インテックス 笠山営業所 10,000 新浜町 営業用地 2,000
大昌 大路3丁目 住宅用地 5,000 草津ホテル用地2ヶ所 10,000
大昌 若竹 住宅用地 4,000 メタルビレッジ 20,000

合計 609,000
(参考) 東京ドーム 13個分

社会福祉法人誠光福祉会
特別養護老人ホーム
えんゆうの郷

“関西最大級のいちご農園”
湖と苺（メタルビレッジ）

2025 年 2 月 26 日
オープニングセレモニー
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社会医療法人誠光会
草津総合病院

（2021 年 10 月 「淡海医療センター」へ名称変更）

社会医療法人誠光会
水野光邦理事長より感謝状

陽だまりビル・竣工式
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パブリシティ

具志堅用高さんが取材に来てくれました。
地域貢献につながる思いを語らせていただきました。

具志堅用高（ぐしけん ようこう）氏は、1955 年沖縄県石垣市出身の
元プロボクサー。WBA ミニマム級（現ミニマムフライ級）世界チャン
ピオンとして、13 度の防衛に成功し、日本人最多の記録を打ち立てた。
引退後はタレントとして活躍し、独特な沖縄なまりと天然キャラで人
気を博す。「あなたの引き出しはいくつありますか？」などの名言を残
し、バラエティ番組や CM に多数出演。2013 年には日本ボクシング
殿堂入りを果たした。その明るい人柄と努力家の姿勢は、多くの人々
に感動と勇気を与え続けている。

ビジネス

B u s i n e s sビ
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芦浦観音寺と山崎宗鑑
地域貢献

Local Contribution地

観音寺第三十世住職 西川浄海氏と。

平成 11 年 7 月特別公開を実現

琵琶湖の般奉行〜芦浦観音寺〜との出会い
草津市内にある芦浦観音寺を訪れたのは、平成 9 年（1997 年）9 月頃でした。行くと門には施錠がし
てあり、本宅に伺い奥様に境内を見せていただくと、一面、秋桜が咲いていました。 何故だと聞くと雑
草よけに種をまきましたとの事でした。又、竹藪が境内にはびこり建物を覆っていました。建物も見る
もあわれなものでした。 
私は、草津ライオンズクラブに所属して YE 担当（Youth Exchange Program：青少年交換留学制度）
を 5 年間しました。その間 3 人〜 7 人を毎年海外ホームステイに、又、海外より 2 人〜 5 人のホーム
ステイの受入れを行い YE 最高賞を授賞しました。その後、環境委員長となり、何かせねばと思い、ホ
テル大昌草津を経営している関係もあり、ホテルのマークも大名行列ですので歴史と文化に取り組みた
いとの思いから芦浦観音寺を訪れました。
この寺のことを草津市民、県民、全国少しでも多くの仲間と協議をしたく思い、夙川学院短期大学の高
島幸次先生を紹介していただき、草津市役所大橋正、林田久充・くさつさくクラブ南総一郎、北川義洋・
ボランティア協会伊吹美賀子・観音寺住職西川定昭・地元役員等の活躍により、平成 11 年 7 月 24・25 日、
平成 12 年 7 月 24・25 日と草津ハス祭に合わせて特別公開を行い、1500 人近い人が見学に訪れ境内・
建物の整備もできました。昨年から芦浦観音寺の宝物は琵琶湖文化館に預けてありますが、会館閉鎖
の話を聞き、観音寺に引き取るためには「盗られません、燃えません」が最低条件であります。広く宝
物の内容を市民・県民にも知ってもらうため、そのお手伝いを少しでもさせていただきたく、このブログ

（草津市歴史文化を育む会）を始めました。（ブログ挨拶文より）
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令和５年１２月、
「観音寺阿弥陀堂・書院」保存修理工事にも協力
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芦浦観音寺と山崎宗鑑
地域貢献

Local Contribution地

山崎宗鑑像（香川県一夜庵）

中学校以来の親友、木村善光氏の著作「近
江の連歌・俳諧」（サンライズ印刷・1990
年１月２０日発行）には山崎宗鑑の出自は
じめ宗鑑が切り開いた俳諧連歌について詳
しく書かれている。

近江国栗太郡志那村（後の常盤村、現草津市志那町）
に生まれ、佐々木義清の裔で志那弥三郎範重と言い、
幼少時より室町幕府 9 代将軍足利義尚に仕え（近習と
も祐筆とも）、一休禅師とも親しくよく連れ立って志那に
来たと伝えられている。（一夜庵ホームページより）
山崎宗鑑の研究にも精力的に取り組んだ。

俳祖宗鑑翁屋敷跡石碑（市川吉澄家：草津
市支那町）
この石碑は、故中神良太先生が元気に歴史文
化の研究探求され、特に山崎宗鑑の俳諧作品
に精通 に ともない俳諧同士で宗鑑翁顕彰会
が主となり、市長、地元民と共に建碑と盛大
に除幕式が市川邸内にて昭和四十七年十月ニ
十ニ日行われました。
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山崎宗鑑

宗鑑は和歌連俳の名家なり。俳祖として又、書道の達人でもあった ( 宗鑑流 )。 栗太郡常盤村大字志
那の人。本姓は志那弥三郎 ( 寛正六年 ( 一四六五 ) 生まれ ) と称し、範重と名づく。範光という名で
幼少より待童となり 足利義尚に仕えた佐々木義清の裔である。
長享三年 ( 一四八九 ) 義尚が、江洲の六角高頼を討伐中、鈎 ( 栗東市 ) 陣屋にて、二十五才の若さで
陣没する。志那弥三郎範重 ( 山崎宗鑑 ) は人生の無常を悟り、二十五才 ( 一四八九 ) で出家。尼崎に
隠遁し一休と宗長・宗鑑の関係は、守山市矢島町に一休に縁のある寺。臨済宗大徳寺派小林寺があ
る。 この小林寺に一休関係の木造一休和尚坐像 絹本一休和尚画像一休自賛・絹本華叟和尚画像伝
一 休自賛・他が残っている。堅田にて華夏宗曇より二十五才に一休の号を与えられ、四十二才大徳 
寺、更に山崎に移り住み、ここに連歌師柴屋軒宗長と山崎宗鑑が参禅した一休を師と仰ぎ、大徳 寺真
珠庵の畔に住み、修行をつみ一休歿後は山崎對月庵に住んで、一休を弔うなど、精神的な感 銘を強く
受けていた。ここに住んだので、世人が山崎と称するに至ったのである。その後、讃岐 観音寺市興昌
寺の琴弾山中腹に「一夜庵」を建て、ここに悠々自適 推定約二十六年を過し天文 二十二年 十月二日
( 一五五三 ) 没享年八十九才。

市川 吉澄家

草津市志那浜から一町ばかり東に市川吉澄家があるが、この屋敷内に昭和四十七年「俳祖宗鑑翁 屋
敷跡」という石碑が宗鑑顕彰会によって建てられた。
座敷の中央に大きな仏壇があり、底の抽き出しに市川家の系図と保管されていた古文書類があり、 その
中には、宗鑑の本名弥三郎範重の名は見つからないが、市川家が近江源氏佐々木氏の末裔だ という
事がしっかり示されていた。宗鑑の志那氏は佐々木秀義の五男、五郎左衛門義清を祖とし、 志那浜に
志那渡津の政所ありし家とある。

鈎の陳屋の戦い ( 三年間 )

文明五年 ( 一四七三 ) 足利義政八代将軍より子、義尚が九代将軍に就任 ( 九才 ) した。こうした前将
軍と現将軍の並立は、徐々に幕府内部の対立へと発展し、文明十七年 ( 一四八五 ) 家来同士 の争
いが激しくなっていった。( 応仁・文明の乱 ) 応仁元年 ( 一四六七 ) 文明九年 ( 一四七七 ) 長享元年
( 一四八七 ) 近江の所領をめぐって対立がおきた。北部の京極氏は義尚に、南部の六角 高頼は、義尚
に対立した。
ここに義尚は六角征伐を決断する。義尚は九月に近江坂本へ出陣した。対岸山田 ( 草津市 ) より 続々
湖上を越え十月に鈎 ( 栗東市 ) に陣を移した。 六角高頼は甲賀に逃れ、行方がわからず、遠征が長期
化すると、義尚も急速に意欲を失い、和歌・ 能・猿楽さらに酒宴に興じ始めた。さらに個人的贔屓に偏っ
た人事を遂行し、人望を失った。
武大将、細川政元は嫌気がさし、長享二年六月、大津から京都へ撤兵してしまう。
翌三年 ( 一四八九 ) 三月義尚は二十五才の若さで陣没する。

記 竹川昌一
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国際交流（ライオンズクラブ）

第 1 回草津市主催ポンティアック（米国
ミシガン州）ホームステイ 12 日間の国
際交流協会団長として古川草津市長と共
に訪問

地域貢献

Local Contribution地
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人生は人々の喜びのために
〜竹川昌一が歩んできた道〜
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ご縁をいただきました、全ての方に感謝して・・・

卒寿記念碑に刻んだ人生訓について

私は小学校 7 年間の内、1 年は満州で奴隷生活を送りました。
満州から帰国後に五男・六男が誕生、
長男の私が五男・六男の食事・入浴・着替えなどの世話をし育てました 。   

六男については、早くから私の跡継ぎになってくれとよく言っていました 。   
キューピー入社後、10 年たったら戻って後をついで貰おうと思っていましたが、
秋田県の所長になったのでダメだと断られ、60 歳の定年でやっと戻って来てくれたので、
家を建ててホテルを任せることになったのですが、性格に合わないということで矢橋の病院に就職
をさせました。   

五男は私の地位を超えたいと頑張りました。   

ところが、六男は 70 歳で亡くなり、五男は 73 歳で亡くなってしまいました。
私も 90 歳を迎えるに当たり、後がないと思い碑を建てるに至りました 。   

人生訓の
「天才は努力家なり」は、10 代・20 代の芸術に関心がある時の思い。   
「人生の師を仰ぎ共に歩む」は、30 代・40 代の頃、政治家・勝部満氏に憧れ、政治に関心を持っ
た時の思い。   

「一期一会」は、50 代・60 代、不動産・ホテル経営に伴い、一心に思い立った言葉です。   
「一隅を照らす」は、70 代・80 代、誠光会・水野理事長の言葉に私も感動し、商売とは地元を照
らす事と頑張ってきました。   

「先祖を敬い大切に」言葉の通り、先祖を敬い家内安全にとの思いです。   

と思いつくままの私の人生でした。

人生流転〜わがまち・草津とともに〜
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